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お名前：岩田 卓士

所属：長野トヨタ自動車株式会社
法人営業部 地域連携課 課長

略歴 地域連携課 1年目

災害時にＢＥＶやＰＨＥＶ等の電源
車を、支援に活用することを進めて
います。現在、医療機器を使用して
いる医療的ケア児・者の停電対策と
して、社協とのモデル事業に取り組
んでいる。

お名前 山岸 征男

所属：前軽井沢町ボランティア
センター運営委員長

：軽井沢・花とみどりの仲間た
ち 代表

略歴 大手ゼネコン（東京）に38年間在
籍。帰省後（株）ハルディンで花苗の営
業統括マネージャーを12年。並行して、
軽井沢町社協ボランティアセンターを拠
点に、ボランティア、地域活動に関わり、
現在に至る。
書籍等（アマゾンで発行）
「軽井沢・きき取り物語」「新軽井沢の
歩み」
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お名前 中谷 隆秀

所属 長野県生活協同組合連合会
略歴 コープながのより出向

長野県協同組合連絡会幹事

長野県災害時支援ネットワーク幹事

長野県共同募金会評議員、等

SDGs行動宣言を全国の生協と共に
採択。エシカル消費対応商品の開発や
原料～製造～流通～消費まで、サプラ
イチェーンを巻き込んで取り組む。県
内でも組合員と共に学習を広げ、地域
見守り活動やフードバンクの運営に参
加し協力しています。

お名前 小松 寛之

所属ダイドードリンコ中部営業部
長野オフィス営業開発
アシスタントマネージャー

略歴 ダイドードリンコ㈱社歴28年

長野県内で寄付の
「こども食堂自動販売機」
展開している。
現在、志を共にする
企業とパートナーシップを
組み、約８０ヶ所に販売機
を設置している。
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お名前

所属

略歴

書籍等

お名前 丸山 亜希
所属 ポジ◎ラボ（ポジマルラボ）
松本オフィス
略歴 元小学校司書

【イマココラボ開発】
２０３０SDGsゲーム公認ファシリテーター

学校・企業・自治体にて、SDGsが自分ゴトになる
ワークショップを2000人以上に実施している。

「やさしい、楽しい、わかりやすい」
をモットーに活動している。
学校と企業をつなぐコーディネートも挑戦



給電車の活用と
医療的ケア児者の防災にための

モデル事業へのかかわり

長野トヨタ自動車株式会社
2022年12月４日



・目次

１．長野トヨタ自動車株式会社って？

２．トヨタの給電って？

３．給電車の活用方法って？

４．医療的ケア児者の防災に関するモデル事業へのかかわりって？

５．事例紹介（長野市更北地区防災訓練）

＜ご参考＞

１



1. 長野トヨタ自動車株式会社のご紹介
会社概要 ：長野トヨタ自動車株式会杜
本社所在地：長野市大字南長野南石堂町1326-1
代表者名 ：代表取締役会長兼社長 宇都宮進一
設 立 ：昭和38年3月（西暦1963年）
資本金 ：400万円
従業員数 ：1,047人（2022年3月末）
事業内容
・トヨタ車の販売
・レクサス車の販売
・中古車の販売
・自動車の買取
・車輛の点検・整備
・タイヤ・用品の販売
・各種通信機器の販売
・損害保険・生命保険代理店業務 他

株式会社Uホールディングス
長野トヨタ自動車株式会社
宇都宮商会株式会社（Volkswagen）

株式会社トヨタレンタリース長野
トヨタＬ＆Ｆ長野株式会社
株式会社ユー・ボディアンドペインティング

グループ６社

■売上高
819億7,269万円（2022年3月末）

■従業員数
1,463名（グループ計2022年3月末）

■事業所数
長野県内85ヶ所（2021年9月末）
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３. 給電車の活用方法

クルマから電気を取り出し「移動できる電源」として使えます。

いつもの暮らしから、もしもの非常時まで、“電気が動く” ことで、

場所に縛られることなく、うれしさや安心が次々と広がっていきます。

３



３. 給電車の活用方法（いつもの給電）

４

暮らしが広がる

いつもの給電



３. 給電車の活用方法（もしもの給電）

５



３. 給電車の活用方法（給電機能）

６

AC100Vで消費電力の合計が1500W以下の電気製品を使用できる機能です。

走行中に車内で電気製品を使うときに役立ちます。

アクセサリーコンセントは、AC100Vで消費電力の合計が1500W以下の電気製品を使用できる機能です。
走行中に車内で電気製品を使うときに役立ちます。
非常時給電システムを使用することで、災害などによる非常時に車両の走行機能を停止した状態でアク
セサリーコンセントから給電可能です。

保有台数多 保有台数少
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４.医療的ケア児者の防災に関するモデル事業へのかかわり
＜長野県医療的ケア児等支援センター作成資料より抜粋＞

医療的ケア児家庭とEV(電源）車ボランティア

～災害時にも活きるつながりづくり～
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４.医療的ケア児者の防災に関するモデル事業へのかかわり

地域の皆様が保有している給電可能な車
両（PHEV・HEV・FCEV）の活用方法を理
解し、医療的ケア児者の命を救うことを考
えてもらう機会に。



５．事例紹介（長野市更北地区防災訓練）

2022年11月3日（木）「更北地区の誰も取り残さない防災を考える日」

給電車を活用した災害時における医療機器への給電デモンストレーション
※人工呼吸器や酸素濃度測定器などへの給電を実施
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＜ご参考＞

災害が多い国だからこそ、助け合いの輪を広めたい
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